
- 1 - 

 

国立研究開発法人国立がん研究センター理事会（平成 27 年度第 8 回）議事録 

 

 

日 時  平成 27年 11月 27日（金）10：00～11：45 

場 所  国立研究開発法人国立がん研究センター 第 1会議室 

出席者   堀田知光理事長 松本洋一郎理事 南砂理事 門田守人理事 中釜斉理事 

 小野高史監事 長崎武彦監事 

 

議事概要 

Ⅰ.理事会（平成 27年度第 7回）議事録の確認 

  ・議事録について、資料のとおり了承された。 

 ・議事録署名人を南砂理事と小野高史監事にお願いした。 

 

Ⅱ.審議事項 

   なし 

 

Ⅲ．報告事項 

１．第 55回がん対策推進協議会 

  ・１１月２０日に行われた第 55回がん対策推進協議会において議題となったがん対策

加速化プランへの提言（案）について資料に基づき報告がなされた。 

   ・がん研究センターが対応する部分も盛り込まれており、今後の動きを注視すること

としたい。 

 

２．がん登録センター（仮称）の体制（案）について 

・１月から施行される全国がん登録事業におけるセンターの組織（案）について資料

に基づき報告がなされた。 

 ・全国がん登録業務と院内がん登録業務の実際に行われるデータ解析や研究について、

効率的に行う必要があるとの意見が出された。 

 

３．臨床研究中核病院協議会（仮称） 

  ・１１月１６日に第１回臨床研究中核病院協議会（仮称）を当センターで開催し、承

認を受けた４病院が一同に会し、臨床研究中核病院連携協議会として発足したこと

について資料に基づき報告がなされた。 

  ・協議会での議題として来年４月から実施される患者申出療養について議論となった

ことが報告された。 

  ・患者申出療養制度について、世論に正確な情報を発信していくのも大切ではないか

との意見が出された。 
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４．国際基準に準拠した遺伝子検査室を院内開設 

  ・１１月１３日に記者会見、検査室見学会を行った「TOP－GEARプロジェクト」として

国際基準に準拠した遺伝子検査室を中央病院内に開設したことについて資料に基づ

き報告がなされた。 

 

５．「情報提供」に関する事例及び手順（案） 

  ・赤肉・加工肉のがんリスクについて、１０月２６日に IARCから発表があったことか

ら当センターにおける対応として、「情報提供」という形で HPへの掲載及びプレスリ

リースを実施したこと、及びセンターの情報発信種別と体制について資料に基づき報

告がなされた。 

 

６．広報実績について 

・１０月２４日から１１月２０日までの間にあったプレスリリース、取材申込み等に 

ついて報告がなされた。 

 

７．第２期中長期目標及び中長期計画変更について 

  ・７月２７日付で調達合理化計画を策定し公表したことを踏まえ、１１月９日に第２ 

期中長期目標の変更がなされことから、中長期計画についても同様の変更を行った 

ことについて資料に基づき報告がなされた。 

 

８．平成２７年１０月分月次決算について 

  ・平成２７年１０月分月次決算、病院指標等及び９月までの累計組織別決算状況につ

いて報告がなされた。 

  ・新入院患者数についても病院指標に加えてはどうかとの意見が出された。 

  ・収支改善がなされている状況について、職員へもフィードバックし、次への目標へ

繋がっていくような舵取りが必要ではないかとの意見が出された。 

 


